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　軽井沢町社会福祉協議会は 10 月 1 日から、グ
ループを作って相乗りのタクシー利用を促す「ほ
っとタクシー」事業を始めた。一人当たりの料金
負担を抑え、高齢者らの外出機会を増やすのが目
的。利用には町社協の「安心ほっと会員」の登録
が必要（初年度のみ登録料 1000 円）。町社協の生
活支援コーディネーターが、同じ日時に同じ目的
地へ行く2～3人のグループ作りをサポートする。
当面の目的地は、町内の病院・医院、地域通貨ル
イザ券の使える店、町内のスーパーマーケット、
通いの場、木もれ陽の里に限る。滞在時間は個人
差があるため、帰りはグループごとか個別にタク
シー等を手配する必要がある。問い合わせは
TEL0267-45-8113（町社会福祉協議会）まで。

タクシー相乗りで料金負担軽減へ
社協がグループ作りをサポート
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Monthly Picture
水鏡 ―雲場池の秋―

水面に映る影はしばしば私の眼を、心を立ち止まら
せます。

　旧軽井沢で 100 年以上営業を続けてきた、布
製品販売の大城レースが 11 月 3 日を最後に閉店
する。首都圏を中心に新店舗を探し、来年春の
再開を目指す。ネット販売も継続するという。4
代目のオーナー大城潔さんによると、数年前か
ら売り上げが思わしくなく、社員には「今年で
最後」と年頭に伝えていた。新型コロナによる

観光客減も決定
打になった。「長
年ご愛顧頂いた
お客さんに感謝
の気持ちを表し
たい」と 10 月
10 日 か ら セ ー
ルを実施する。

首都圏で事業は継続も
大城レース、軽井沢から撤退 F 　御代田町は 9 月 25 日、ふるさと納税の特設サ

イト「みよたんクエスト」を開設した。集まった
金額に応じ、妖精「みよたん」がサイト上でレベ
ルアップ。レベル 1 〜 30 に応じた事業が、1 つ
ずつ実現していく仕組みだ。10 月 5 日現在、既
にレベル 1 の「みよたんの出張費（20 万円）」、
レベル 2 の「障がいのある子どもに職業体験（13
万 4 千円）」を達成。町役場企画財政課の担当者
によると、ふるさと納税の様々な事業を同時に進

め て き た た め
「どれが原因か
はわからない」
としつつも、サ
イト開設後に納
税する人が増え
ているという。

ふるさと納税、使い道を見える化
御代田町がサイト開設

「 み よ た ん ク エ ス ト 」
ホーム画面。


